
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YouTube完全マニュアル 動画 桑名 由美／著 秀和システム 

大分・別府 由布院 '24 まっぷるマガジン 旅行 － 昭文社 

戦後民主主義に僕から一票 評論 内田 樹／著 SB クリエイティブ 

母という呪縛 娘という牢獄 殺人 齊藤 彩／著 講談社 

1 日 1 杯血液のおそうじスープ 食事療法 栗原 毅／著 アスコム 

和室礼讃 「ふるまい」の空間学 住まい 松村 秀一／編 晶文社 

ワンダーランド急行 小説 荻原 浩／著 
日経 BP 日本経済 

新聞出版 

江戸一新 小説 門井 慶喜／著 中央公論新社 

祝祭のハングマン 小説 中山 七里／著 文藝春秋 

名探偵外来 泌尿器科医の事件簿 小説 似鳥 鶏／著 光文社 

ある愛の寓話 小説 村山 由佳／著 文藝春秋 

荒ぶるや 空也十番勝負 9 小説 佐伯 泰英／著 文藝春秋 

Re:ゼロから始める異世界生活 32 小説 長月 達平／著 KADOKAWA 

東京あたふた族 エッセイ 益田 ミリ／著 ミシマ社 

銀杏手ならい 1 大活字 西條 奈加／[著] 大活字文化普及協会 

静岡カフェ時間 地元情報 ふじのくに倶楽部／著 
メイツユニバーサル 

コンテンツ 

ゴリラのきずな 児童動物 長尾 充徳／著 くもん出版 

オハヨウどろぼう 児童小説 おの りえん／文・絵 理論社 

にだんべっど 絵本 斉藤 倫／作 あかね書房 

どうぶつせんきょ 絵本 アンドレ・ホドリゲス／作 ほるぷ出版 

 

掛川市立大東図書館 
〒437-1421 掛川市大坂 7152 

TEL：72－1143 FAX：72－1144 
E-mail：toshokan@city.kakegawa.shizuoka.jp 

新しく入った本の一部をご紹介します。 

新しい本の貸出期間は 1 週間です。 

借りた本を返すのは、中央図書館や大須賀図書館、北公民館、千浜農村環境改善センターでも 

受け付けています。休館日や開館時間外は、図書館入口横にある返却ポストをご利用ください。 



 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東洋水墨美術協会大東教室 水墨画習作展 おはなしのたね掛川 冬のおはなし会 

期間：２月１日（水）13:00～２月 11 日（土）15:00 日時：2 月 26 日（日）10:30～11:00 

古本市 フォトサークル四季彩 作品展 

期間：3 月 1日（水）～3 月 12日（日） 期間：3 月 16 日（木）～3 月 30 日（木）15:00 

～申込みはいりません。ぜひお気軽に遊びに来てください～ 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、 
イベント等は延期または中止になる場合があります。 【 】 

●松本亀次郎コーナー●                 ●遠州国学コーナー● 

「まなびやの亀次郎Ⅱ」         「いろいろ展～ちょこっと家康～」 

３月４日（土）～５月７日（日）     展示中～４月 23 日（日） 

★２月 25 日（土）10:00 ～11:00 職員による展示説明を行います。 

 

 

2 月 14 日（火）～19 日（日） 

館内の本を全て点検するため、休館します。 

長期間ご迷惑をおかけしますが、ご理解と 

ご協力をよろしくお願いします。 

 本の返却は、返却ポストをご利用ください。 

（CD,DVD は割れてしまうため、 

開館時にカウンターへお返しください） 

 ※大須賀館、中央館は開館しています。 

※   休館日 

2/14(火) 

～  

2/19(日) 

蔵書点検 

のため 

休館します 

０歳～４歳位のお子さんへの 

よみきかせ＆手遊び 

２/３、２/１０、３/３、３/１０ 

毎月第１、２金曜日 

10:30～10:45 

幼児～低学年向け よみきかせ 

２/４、３/４、３/１８ 

毎月第１、３土曜日 

10:30～11:00 

 

 
大東図書館の職員が 

よみきかせと 

手遊びをしています。 

２/２８（火） 

10:30～10:45 

徳川家康ゆかりの「高天神城」。松本亀次郎にとっても

特別な存在だったようです。 

高天神城はその峰の形から「鶴
かく

翁山
おうざん

」と呼ばれている

のですが、亀次郎はこれにちなんで和歌を詠むときに使

う号（ペンネームのようなもの）を「鶴
かく

峯
ほう

」と名乗りまし

た。亀次郎の生家は高天神城跡の麓にあるので、鶴の形

の峰に親しみをもっていたことでしょう。 

「亀次郎」の“亀”と「鶴翁山」の“鶴”で「鶴と亀」

なんてことも考えていたかもしれませんね。 


